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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ジャカード組織を生地表に配しても、脆化が起
き難く、堅牢性、染色性、編み立て性も良好であり、製
品化した場合に着用時の擦り切れも生じ難い経編地であ
って、部分的に高いパワーを有しながら伸縮性にも富み
、着用者の体型に左右され難い優れた着用感、着用者の
体の動きに対応し得る追随性を有する、経編地を提供す
る。
【解決手段】経編地は、少なくともジャカード組織およ
び支持組織の組み合わせからなり該ジャカード組織の組
織変化によりパワーの高い領域が部分的に形成されてい
る経編地であって、前記ジャカード組織が被覆弾性糸か
らなる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくともジャカード組織および支持組織の組み合わせからなり該ジャカード組織の組
織変化によりパワーの高い領域が部分的に形成されている経編地であって、前記ジャカー
ド組織が被覆弾性糸からなる、ことを特徴とする、経編地。
【請求項２】
　生地表に前記被覆弾性糸からなるジャカード組織が設けられている、請求項１に記載の
経編地。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、経編地に関し、詳しくは、パワーの高い領域が部分的に形成されていること
により体型補正などを目的とする衣類に好適に利用できる経編地に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、体型補正などの目的で、部分的にパワーを高めるようにした経編地が知られてい
る。
　部分的にパワーを高める方法としては、部分的に当て布を施したり、編み組織を部分的
に変化させたりするなどの方法が知られている。部分的に当て布を施す方法では、当て布
部分に段差が生じてしまい、外観や着用感を害してしまうため、このような段差の生じな
い、編み組織の部分的変化によるパワー強化のほうが優れている。
　前記のごとき編み組織の部分的変化によるパワー強化技術としては、ジャカード組織に
よる組織変化を利用することが知られており、例えば、ジャカード編からなる地編が非弾
性糸で編まれ、挿入糸として弾性糸を用いた経編地からなる衣類において、緊迫力の強弱
の要求に応じて前記地編の表側に現れる編組織を切り換えて、組織の変化により、所定部
分に所定の比較的緊迫力の強い部分と比較的緊迫力の弱い部分をパターン状に設けた経編
地からなる体型補正機能を有する衣類に関する技術が知られている（特許文献１参照）。
【０００３】
　従来は、前記特許文献１に記載のように、ジャカード組織に使用する糸として、非弾性
糸を使用するのが常識となっていたが、非弾性糸は伸縮性を持たないので、着用者の体型
や、着用者の体の動きによっては、押さえつけられたような窮屈感を生じさせる場合があ
った。
　なお、ジャカード組織による組織変化を利用したパワー強化を目的とする技術ではない
が、ジャカード筬に弾性糸を使用し、ジャカード筬より前方に位置するフロント筬は非弾
性糸を使用して振りの入ったルーピングされた組織とし、該弾性糸のジャカード運動で柄
形成されたことを特徴とする経編地も知られている（特許文献２参照）。この技術は、繊
細な柄と良好な伸縮性を有しつつ、かつ、薄地である経編地を提供することを目的として
いる。
【０００４】
　しかし、前記特許文献２の技術で得られる経編地は、生地表に非弾性糸によるルーピン
グ組織、生地裏に弾性糸によるジャカード組織が設けられることとなり、ジャカード柄が
沈んで見えてしまう。また、前記特許文献２には、編地の柄は、弾性糸のジャカード機構
により、主に非弾性糸のシンカーループが変形する事により柄形成されるのが大きな特徴
であるとの記載があり、この記載から分かるように、生地裏に設けられた弾性糸によるジ
ャカード組織の組織変化により間接的に生地表に設けられた非弾性糸のルーピング組織を
変化させて柄形成させているので、通常のジャカード組織とは柄形成の機構が異なり、一
般的なジャカード経編地としては適用し難い技術である。
【０００５】
　前記問題を解消するために、前記特許文献２の技術において、弾性糸によるジャカード
組織を生地表に設けるようにすると、光や熱などによって脆化し易い、堅牢性が悪い、染
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色性が悪い、編み立て性が悪い（ループ形成すると糸切れが生じやすい）、製品化した場
合に着用時の擦り切れが生じやすい、といった問題が新たに生じる。
【特許文献１】特許第３４６１３１６号公報
【特許文献２】特開２００２－３７１４５３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこで、本発明が解決しようとする課題は、ジャカード組織を生地表に配しても、脆化
が起き難く、堅牢性、染色性、編み立て性も良好であり、製品化した場合に着用時の擦り
切れも生じ難い経編地であって、部分的に高いパワーを有しながら伸縮性にも富み、着用
者の体型に左右され難い優れた着用感、着用者の体の動きに対応し得る追随性を有する、
経編地を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者は、上記課題を解決するべく鋭意検討を行った。その結果、被覆弾性糸により
ジャカード組織を形成するようにすれば、弾性糸によるジャカード組織のような堅牢性、
染色性などの前記した問題は生じず、着用者の体型に左右され難い優れた着用感、着用者
の体の動きに対応し得る追随を有する経編地を得ることができ、さらに、この経編地は、
非弾性糸によりジャカード組織を形成する場合にはない新規な性質、すなわち、伸縮した
分だけパワーを高めることができ、糸の太さでパワーを変えることができるという性質を
も備えることを見出し、それを確認して、本発明を完成した。
　すなわち、本発明にかかる経編地は、少なくともジャカード組織および支持組織の組み
合わせからなり該ジャカード組織の組織変化によりパワーの高い領域が部分的に形成され
ている経編地であって、前記ジャカード組織が被覆弾性糸からなる、ことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明にかかる経編地は、ジャカード組織を生地表に配しても、脆化が起き難く、堅牢
性、染色性、編み立て性も良好であり、製品化した場合に着用時の擦り切れも生じ難い経
編地であって、着用者の体型に左右され難い優れた着用感、着用者の体の動きに対応し得
る追随性を有するとともに、伸縮した分だけパワーを高めることができ、糸の太さでパワ
ーを変えることもできる、という非弾性糸にはない性質をも備える。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明にかかる経編地について具体的に説明する。ただし、本発明の範囲はこれ
らの説明に拘束されることなく、以下の例示以外についても、本発明の趣旨を損なわない
範囲で適宜変更実施し得る。
　〔経編地〕
　本発明にかかる経編地は、少なくともジャカード組織および支持組織の組み合わせから
なり該ジャカード組織の組織変化によりパワーの高い領域が部分的に形成されている経編
地であって、前記ジャカード組織が被覆弾性糸からなる。
　〔ジャカード組織〕
　ジャカード組織はジャカード筬によって編成され、ジャカード筬の基本動作を変位させ
ることによって、種々の編成組織を形成させることができる。
【００１０】
　本発明にかかるジャカード組織は、被覆弾性糸によって形成される点に特徴を有するも
のであり、ジャカード筬の基本動作や変位機構などは、従来と同様でよい。
　例えば、通常のジャカード組織と同様に、隣接する２列のウェールに糸が重合的に渡っ
て編み込まれた厚地編、ウェール間に１本だけ横に渡って編み込まれた薄地編、編地の１
本のウェールに絡んでウェール間に糸が渡らない穴地編を形成させることができる。
　そして、ジャカード組織を、基本的には薄地編で編成し、一部を厚地編で編成すること
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で、パワーの高い領域を部分的に形成することができる。
　また、通常のジャカード組織と同様、前記厚地編、薄地編、穴地編を組み合わせること
によって柄を形成させることもできる。
【００１１】
　つぎに、本発明にかかるジャカード組織を形成する被覆弾性糸は、弾性糸が被覆糸で被
覆された構造を有する。
　前記被覆弾性糸の弾性糸としては、特に限定するわけではないが、例えば、従来一般に
用いられているポリウレタン弾性糸などのスパンデックスなどを用いることができる。ま
た、その被覆糸としては、綿などの天然繊維、ナイロンなどの合成繊維、さらには半合成
繊維や再生繊維などの非弾性糸を用いることができるほか、ウーリーナイロンなどの巻縮
をかけた比較的弾性のある非弾性糸以外の糸を用いることもできる。
　前記被覆弾性糸は、１本の弾性糸が１本の被覆糸で被覆されているもの（シングルカバ
ードヤーン）に限らず、１本の弾性糸が２本の被覆糸で被覆されているもの（ダブルカバ
ードヤーン）であっても良い。
【００１２】
　前記被覆弾性糸の太さは、例えば、１１～９８ｄｔｅｘであることが好ましい。この範
囲であれば、生地が厚くなりすぎず、適度な伸縮性を付与することができる。
　前記被覆弾性糸の弾性糸の太さは、例えば、７８ｄｔｅｘ以下であることが好ましい。
７８ｄｔｅｘ以下であれば、生地が厚くなりすぎず、適度な伸縮性を付与できる。より好
ましくは３３～４４ｄｔｅｘである。特に、この被覆弾性糸によれば、弾性糸の太さに応
じて、パワーを変化させることが可能である。非弾性糸では、糸の長さに対応した固定的
なパワーしか付与できず、糸の太さに応じてパワーを変化させることはできない。
　前記被覆糸の太さは、弾性糸の太さに対して、例えば、０．３倍以上であることが好ま
しい。０．３倍以上であれば、弾性糸の光や熱などによる脆化のし易さ、堅牢性、染色性
、編み立て性の低さ、製品化した場合に着用時の擦り切れの生じやすさなどの欠点を十分
に解消することができる。より好ましくは０．７～１．４倍である。
【００１３】
　〔支持組織〕
　支持組織は、基本的には非弾性糸によって形成され、経編地の物性を安定させるもので
あり、非弾性糸と弾性糸を組み合わせた組織であっても良い。
　前記支持組織としては、特に限定されず、ジャカード組織とともに通常使用されるもの
を採用することができ、例えば、１０／１２／２３／２１／／、１０／１２／１０／２３
／２１／２３／／、１２／１２／１２／１０／１０／１０／／などの繰返し単位を有する
ものが挙げられる。
　前記非弾性糸としては、綿などの天然繊維、ナイロンなどの合成繊維、さらには半合成
繊維や再生繊維なども使用できる。これらの繊維からなるフィラメント糸、紡績糸、交撚
糸などの何れの形態でもよい。
【００１４】
　前記非弾性糸の太さは、特に限定されないが、例えば、１７～８５ｄｔｅｘであること
が好ましい。より好ましくは２２～４４ｄｔｅｘである。前記範囲内であれば、生地が分
厚くなったり、伸縮性が阻害されたり、表面質感や肌触りが低下したりするなどの問題を
生じさせることなく、編地に良好な安定性を付与することができる。
　支持組織として弾性糸も組み合わせる場合、該弾性糸の太さは、特に限定されないが、
例えば、３３～１５６ｄｔｅｘであることが好ましい。より好ましくは３３～７８ｄｔｅ
ｘである。前記範囲内であれば、生地が分厚くなったり、表面質感や肌触りが低下したり
するなどの問題を生じさせることなく、編地に優れた伸縮性を付与することができる。
【００１５】
　〔挿入糸〕
　本発明にかかる経編地においては、弾性糸からなる挿入糸を組み合わせることが好まし
い。弾性糸を挿入することで、伸縮性がより良好となる。
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　前記弾性糸の太さは、特に限定されないが、例えば、３３～６２２ｄｔｅｘであること
が好ましい。より好ましくは４４～３１０ｄｔｅｘである。前記範囲内であれば、生地が
分厚くなったり、表面質感や肌触りが低下したりするなどの問題を生じさせることなく、
編地に優れた伸縮性を付与することができる。
　〔その他の編成組織や編成糸〕
　本発明にかかる経編地では、上述のジャカード組織、支持組織、挿入糸以外にも、通常
の編地で採用されるような他の編成組織や編成糸を適用しても良い。
【００１６】
　例えば、従来公知の方法により、抜き糸、弾性連結組織を用いて、縁始末の不要な分離
構造を設けるようにしても良い。
　〔経編地の製造〕
　編成は、基本的には、通常の編地と共通する編成装置および編成方法が適用できる。
　編機としては、ジャガード機構を備えた編機であれば特に限定されず、従来公知の種々
の編機が使用できる。
　通常、ジャカード編成組織を形成するジャカード筬の後方に支持組織を形成する筬が配
置される。すなわち、通常、経編地の生地表にジャカード組織が設けられ、生地裏に支持
組織が設けられる。本発明では、ジャカード組織が被覆弾性糸により形成されるので、前
記のごとく、生地表にジャカード組織が設けられても、脆化し易くなったり、堅牢性、染
色性、編み立て性が低下したり、製品化した場合に着用時の擦り切れが生じたり、といっ
た問題は生じない。
【００１７】
　編成された編地は、精練処理やセット加工、染色処理などの、通常の編地に行われてい
る処理工程を経て、編地製品となる。
　特に、弾性糸を２種類以上用いて交差させたりループさせたりした場合には、セット加
工の際に、糸同士の交差部分や編目部分で弾性糸の熱融着を起こさせ接合させることで、
引き裂きに対する抵抗性を高め、破裂強度を向上させることもできる。この場合における
セット加工の処理条件は、使用する非弾性糸および弾性糸の種類や特性によっても異なる
が、通常、１８０～１９５℃の熱セット加工が採用される。
　〔用途〕
　本発明にかかる経編地は、例えば、体型補正などを目的とする衣類に好適に利用でき、
インナー衣料のみならず、その伸縮性を生かして、スポーツウェアなどにも好適に利用で
きる。
【実施例】
【００１８】
　以下では、本発明にかかる経編地について、実施例を示しながら、具体的に説明するが
、本発明はこれらに限定されるものではない。
　編成装置としては、カールマイヤー社製のＲＳＪ５／１を用いた。
　〔実施例１〕
　図１は、編地の編成に用いた各筬の基本動作を表している。
　ジャカード組織を形成するジャカード筬Ｐ１，Ｐ２、支持組織を形成する筬Ｇ２，Ｇ３
、挿入糸および連結糸を形成する筬Ｇ４の基本動作は、以下の通りである。
　　筬Ｐ１：０１／２１／０１／２１／／
　　筬Ｐ２：筬Ｐ１と同じ
　　筬Ｇ２：１０／１２／２３／２１／／
　　筬Ｇ３：２３／２１／１０／１２／／
　　筬Ｇ４：２２／１１／００／１１／／
　ジャカード筬Ｐ１，Ｐ２では基本動作からの変化により、編成されるジャカード組織を
様々に変化させている。他の筬Ｇ２～Ｇ４は基本動作から変化させることなく編成に供す
るので、図１に示す基本動作は、各筬で編成される編成組織図そのものである。
【００１９】
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　図２は、ジャカード筬Ｐ１，Ｐ２の変位機構により実際に編成されるジャカード組織を
表したものであり、図２（ａ）は身生地部、図２（ｂ）はパワー強化部、図２（ｃ）はヘ
ム部（抜き糸および縁糸）のジャカード組織である。実線が実際に編成されるジャカード
組織を示しており、破線は変位前の基本動作を参考として示したものである。
　＜身生地部＞
　　筬Ｐ１：０１／２１／０１／２１／／(変位なし)
　　筬Ｐ２：筬Ｐ１と同じ
　＜パワー強化部＞
　　筬Ｐ１：０１／３２／０１／３２／／（繰返し単位中２，４コース目を変位）
　　筬Ｐ２：筬Ｐ１と同じ
　＜ヘム部＞
　　筬Ｐ１：０１／１０／０１／１０／／（繰返し単位中１，３コース目を変位）
　　筬Ｐ２：筬Ｐ１と同じ
　＜糸使い＞
　身生地部およびパワー強化部における各筬の糸使いは以下の通りであった。
【００２０】
　　筬Ｐ１：ＷＮｙ３３／Ｌｙ４４（シングルカバードヤーン、オペロンテックス社製）
　　筬Ｐ２：筬Ｐ１と同じ
　　筬Ｇ２：Ｎｙ３３－２６－ミラコスモ（東レ社製）
　　筬Ｇ３：Ｌｙ４４－１２７Ｃ（オペロンテックス社製）
　　筬Ｇ４：Ｌｙ１１７－１２７Ｃ（オペロンテックス社製）
　ヘム部においては、抜き糸とその両側の縁糸を筬Ｐ１，Ｐ２で形成し、連結糸を筬Ｇ４
で形成するようにして、そのときの糸使いは、抜き糸として「Ｎｙ６６－５６／／２（東
レ社製）」を用い、縁糸として「Ｎｙ２２－７－ブライト（東レ社製）」を用い、連結糸
として「Ｌｙ１１７－１２７Ｃ／／２（オペロンテックス社製）」を用いるようにした。
【００２１】
　〔実施例２〕
　各糸使いは実施例１と共通するため省略する。
　ジャカード組織を形成するジャカード筬Ｐ１，Ｐ２、支持組織を形成する筬Ｇ２，Ｇ３
、挿入糸および連結糸を形成する筬Ｇ４の基本動作も、図１と共通するため省略する。
　ジャカード筬Ｐ１，Ｐ２では基本動作からの変化により、編成されるジャカード組織を
様々に変化させている。他の筬Ｇ２～Ｇ４は基本動作から変化させることなく編成に供す
るので、図１に示す基本動作は、各筬で編成される編成組織図そのものである。
　図３は、ジャカード筬Ｐ１，Ｐ２の変位機構により実際に編成されるジャカード組織を
表したものであり、図３（ａ）は身生地部、図３（ｂ）はパワー強化部、図３（ｃ）はヘ
ム部のジャカード組織である。実線が実際に編成されるジャカード組織を示しており、破
線は変位前の基本動作を参考として示したものである。
【００２２】
　＜身生地部＞
　　筬Ｐ１：１２／２１／０１／２１／／(繰返し単位中１コース目を変位)
　　筬Ｐ２：筬Ｐ１と同じ
　＜パワー強化部＞
　　筬Ｐ１：０１／２１／１２／３２／／（繰返し単位中３，４コース目を変位）
　　筬Ｐ２：筬Ｐ１と同じ
　＜ヘム部＞
　　筬Ｐ１：０１／１０／０１／１０／／（繰返し単位中１，３コース目を変位）
　　筬Ｐ２：筬Ｐ１と同じ
　〔実施例３〕
　図４は、編地の編成に用いた各筬の基本動作を表している。
【００２３】
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　ジャカード組織を形成するジャカード筬Ｐ１，Ｐ２、支持組織を形成する筬Ｇ２，Ｇ３
、挿入糸を形成する筬Ｇ４、連結糸を形成する筬Ｇ５の基本動作は、以下の通りである。
　　筬Ｐ１：１０／１２／１０／１２／１０／１２／／
　　筬Ｐ２：筬Ｐ１と同じ
　　筬Ｇ２：１０／１２／１０／２３／２１／２３／／
　　筬Ｇ３：２３／２１／２３／１０／１２／１０／／
　　筬Ｇ４：１１／００／１１／００／１１／００／／
　　筬Ｇ５：２２／１１／３３／１１／２２／００／／
　ジャカード筬Ｐ１，Ｐ２では基本動作からの変化により、編成されるジャカード組織を
様々に変化させている。他の筬Ｇ２～Ｇ５は基本動作から変化させることなく編成に供す
るので、図４に示す基本動作は、各筬で編成される編成組織図そのものである。
【００２４】
　図５は、ジャカード筬Ｐ１，Ｐ２の変位機構により実際に編成されるジャカード組織を
表したものであり、図５（ａ）は身生地部、図５（ｂ）はパワー強化部、図５（ｃ）はヘ
ム部（抜き糸および縁糸）のジャカード組織である。実線が実際に編成されるジャカード
組織を示しており、破線は変位前の基本動作を参考として示したものである。
　＜身生地部＞
　　筬Ｐ１：１０／１２／１０／１２／１０／１２／／(変位なし)
　　筬Ｐ２：筬Ｐ１と同じ
　＜パワー強化部＞
　　筬Ｐ１：１０／２３／１０／２３／１０／２３／／（繰返し単位中２，４，６コース
目を変位）
　　筬Ｐ２：筬Ｐ１と同じ
　＜ヘム部＞
　　筬Ｐ１：１０／０１／１０／０１／１０／０１／／（繰返し単位中１，３，５コース
目を変位）
　　筬Ｐ２：筬Ｐ１と同じ
　＜糸使い＞
　身生地部、パワー強化部における各糸使いは以下の通りである。
【００２５】
　　筬Ｐ１：Ｎｙ１１／Ｌｙ２２（ダブルカバードヤーン、オペロンテックス社製）
　　筬Ｐ２：筬Ｐ１と同じ
　　筬Ｇ２：Ｎｙ２２－７－ブライト（東レ社製）
　　筬Ｇ３：筬Ｇ２と同じ
　　筬Ｇ４：Ｌｙ２８５－９０６Ｃ（オペロンテックス社製）
　ヘム部においては、抜き糸とその両側の縁糸を筬Ｐ１，Ｐ２で形成し、連結糸を筬Ｇ５
で形成するようにして、そのときの糸使いは、抜き糸として「Ｎｙ６６－５６／／２（東
レ社製）」を用い、縁糸として「ＷＮｙ３３－１０－セミダル（東レ社製）」を用い、連
結糸として「Ｌｙ２８５－９０６Ｃ（オペロンテックス社製）」を用いるようにした。
【００２６】
　〔実施例４〕
　各糸使いは実施例３と共通するため省略する。
　ジャカード組織を形成するジャカード筬Ｐ１，Ｐ２、支持組織を形成する筬Ｇ２，Ｇ３
、挿入糸を形成する筬Ｇ４、連結糸を形成する筬Ｇ５の基本動作も、図４と共通するため
省略する。
　ジャカード筬Ｐ１，Ｐ２では基本動作からの変化により、編成されるジャカード組織を
様々に変化させている。他の筬Ｇ２～Ｇ５は基本動作から変化させることなく編成に供す
るので、図４に示す基本動作は、各筬で編成される編成組織図そのものである。
【００２７】
　図６は、ジャカード筬Ｐ１，Ｐ２の変位機構により実際に編成されるジャカード組織を
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表したものであり、図６（ａ）は身生地部、図６（ｂ）はパワー強化部、図６（ｃ）はヘ
ム部（抜き糸および縁糸）のジャカード組織である。実線が実際に編成されるジャカード
組織を示しており、破線は変位前の基本動作を参考として示したものである。
　＜身生地部＞
　　筬Ｐ１：１０／２３／２１／２３／１０／１２／／（繰返し単位中２～４コース目を
変位）
　　筬Ｐ２：１０／１２／１０／２３／２１／２３／／（繰返し単位中４～６コース目を
変位）
　＜パワー強化部＞
　　筬Ｐ１：１０／２３／１０／２３／１０／２３／／（繰返し単位中２，４，６コース
目を変位）
　　筬Ｐ２：筬Ｐ１と同じ
　＜ヘム部＞
　　筬Ｐ１：１０／０１／１０／０１／１０／０１／／（繰返し単位中１，３，５コース
目を変位）
　　筬Ｐ２：筬Ｐ１と同じ
　〔比較例１〕
　図７は、編地の編成に用いた各筬の基本動作を表している。
【００２８】
　ジャカード組織を形成するジャカード筬Ｐ１，Ｐ２、支持組織を形成する筬Ｇ２、挿入
糸を形成する筬Ｇ３、挿入糸および連結糸を形成する筬Ｇ４の基本動作は、以下の通りで
ある。
　　筬Ｐ１：１０／１２／１０／１２／１０／１２／／
　　筬Ｐ２：筬Ｐ１と同じ
　　筬Ｇ２：２１／１２／１０／１２／２１／２３／／
　　筬Ｇ３：１１／００／１１／００／１１／００／／
　　筬Ｇ４：１１／００／２２／１１／２２／００／／
　ジャカード筬Ｐ１，Ｐ２では基本動作からの変化により、編成されるジャカード組織を
様々に変化させている。他の筬Ｇ２～Ｇ４は基本動作から変化させることなく編成に供す
るので、図７に示す基本動作は、各筬で編成される編成組織図そのものである。
【００２９】
　図８は、ジャカード筬Ｐ１，Ｐ２の変位機構により実際に編成されるジャカード組織を
表したものであり、図８（ａ）は身生地部、図８（ｂ）はパワー強化部、図８（ｃ）はヘ
ム部のジャカード組織である。実線が実際に編成されるジャカード組織を示しており、破
線は変位前の基本動作を参考として示したものである。
　＜身生地部＞
　　筬Ｐ１：２１／１２／１０／１２／２１／２３／／（繰返し単位中１，５，６コース
目を変位)
　　筬Ｐ２：筬Ｐ１と同じ
　＜パワー強化部＞
　　筬Ｐ１：１０／２３／１０／２３／２１／１２／／（繰返し単位中２，４，５コース
目を変位）
　　筬Ｐ２：筬Ｐ１と同じ
　＜ヘム部＞
　　筬Ｐ１：１０／０１／１０／０１／１０／０１／／（繰返し単位中１，３，５コース
目を変位）
　　筬Ｐ２：筬Ｐ１と同じ
　＜糸使い＞
　身生地部、パワー強化部における各筬の糸使いは以下の通りであった。
【００３０】
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　　筬Ｐ１：Ｎｙ６６－３３－２６－セミダル（東レ社製）
　　筬Ｐ２：筬Ｐ１と同じ
　　筬Ｇ２：Ｎｙ６－２２－７－ブライト（東レ社製）
　　筬Ｇ３：Ｌｙ２８５－９０２Ｃ（オペロンテックス社製）
　　筬Ｇ４：Ｌｙ４４－１２７Ｃ（オペロンテックス社製）
　ヘム部においては、抜き糸とその両側の縁糸を筬Ｐ１，Ｐ２で形成し、連結糸を筬Ｇ４
で形成するようにして、そのときの糸使いは、抜き糸として「Ｎｙ６６－５６／／２（東
レ社製）」を用い、縁糸として「Ｎｙ６６－２２－７－ブライト（東レ社製）」を用い、
連結糸として「Ｌｙ２８５－９０２Ｃ（オペロンテックス社製）」を用いるようにした。
【００３１】
　〔比較例２〕
　図９は、編地の編成に用いた各筬の基本動作を表している。
　ジャカード組織を形成するジャカード筬Ｐ１，Ｐ２、支持組織を形成する筬Ｇ２、挿入
糸を形成する筬Ｇ３、連結糸を形成する筬Ｇ４の基本動作は、以下の通りである。
　　筬Ｐ１：１０／１２／１０／１２／１０／１２／／
　　筬Ｐ２：筬Ｐ１と同じ
　　筬Ｇ２：１２／１２／１２／１０／１０／１０／／
　　筬Ｇ３：２２／１１／２２／００／１１／００／／
　　筬Ｇ４：２２／１１／３３／１１／２２／００／／
　ジャカード筬Ｐ１，Ｐ２では基本動作からの変化により、編成されるジャカード組織を
様々に変化させている。他の筬Ｇ２～Ｇ４は基本動作から変化させることなく編成に供す
るので、図９に示す基本動作は、各筬で編成される編成組織図そのものである。
【００３２】
　図１０は、ジャカード筬Ｐ１，Ｐ２の変位機構により実際に編成されるジャカード組織
を表したものであり、図１０（ａ）は身生地部、図１０（ｂ）はパワー強化部、図１０（
ｃ）はヘム部のジャカード組織である。実線が実際に編成されるジャカード組織を示して
おり、破線は変位前の基本動作を参考として示したものである。
　＜身生地部＞
　　筬Ｐ１：２１／２３／２１／１２／１０／１２／／（繰返し単位中１～３コース目を
変位)
　　筬Ｐ２：筬Ｐ１と同じ
　＜パワー強化部＞
　　筬Ｐ１：１０／２３／１０／２３／１０／２３／／（繰返し単位中２，４，６コース
目を変位）
　　筬Ｐ２：筬Ｐ１と同じ
　＜ヘム部＞
　　筬Ｐ１：１０／０１／１０／０１／１０／０１／／（繰返し単位中１，３，５コース
目を変位）
　　筬Ｐ２：筬Ｐ１と同じ
　＜糸使い＞
　身生地部、パワー強化部における各筬の糸使いは以下の通りであった。
【００３３】
　　筬Ｐ１：Ｎｙ２２－７－ブライト（東レ社製）
　　筬Ｐ２：筬Ｐ１と同じ
　　筬Ｇ２：Ｎｙ２２－７－ブライト（東レ社製）
　　筬Ｇ３：Ｌｙ２３５－１２７Ｃ（オペロンテックス社製）
　ヘム部においては、抜き糸とその両側の縁糸を筬Ｐ１，Ｐ２で形成し、連結糸を筬Ｇ４
で形成するようにして、そのときの糸使いは、抜き糸として「Ｎｙ６６－５６／／２（東
レ社製）」を用い、縁糸として「Ｎｙ６６－２２－７－ブライト（東レ社製）」を用い、
連結糸として「Ｌｙ２３５－１２７Ｃ（オペロンテックス社製）」を用いるようにした。
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　〔編地特性の評価〕
　常法により編地の各種特性値を測定した。
　＜パワー＞
　２．５ｃｍ×１６．０ｃｍの試験片を、タテ、ヨコ方向にそれぞれ採取して、これらの
試験片を、上部つかみ２．５ｃｍ、下部つかみ３．５ｃｍ、つかみ間隔１０．０ｃｍとし
て、定速伸長型引張試験機に取り付け、３０±２ｃｍ／ｍｉｎの速度で試験片に負荷をか
けて８０％伸長させた後、試験片に対する負荷を緩めながら３０±２ｃｍ／ｍｉｎの速度
で伸長を戻す操作を３サイクル繰返し、試験の間、パワー（試験片に生じる応力）を自動
的に測定し記録した。
【００３５】
　なお、上述の試験片を８０％伸長させるとは、伸ばす前の試験片の長さ（掴み間隔）ｅ
と、伸ばした状態における試験片の伸び方向の長さｄとから、（ｄ－ｅ）／ｅ×１００で
求められる値が８０％であることを意味する。下記の１５％伸長時、３０％伸長時、５０
％伸長時も同様にして与えられる数値であり、また、後述の伸度の値も同様の計算式によ
る。
　３サイクル目（３ｒｄ）における１５％伸長時、３０％伸長時、５０％伸長時の負荷時
（Ｌ）のパワー、除荷時（ＵＬ）のパワーと、８０％伸長時のパワーを表１、２に示した
。
【００３６】
　＜伸度＞
　２．５ｃｍ×１６．０ｃｍの試験片を、タテ、ヨコ方向にそれぞれ採取して、これらの
試験片を、上部つかみ２．５ｃｍ、下部つかみ３．５ｃｍ、つかみ間隔１０．０ｃｍとし
て、定速伸長型引張試験機に取り付け、３０±２ｃｍ／ｍｉｎの速度で機械を操作し、荷
重９．８Ｎで引っ張ったときの１回目（１ｓｔ）のタテとヨコそれぞれの伸度（％）を測
定した。同様にして、荷重１４．７Ｎ、荷重２２．１Ｎで引っ張ったときの１回目（１ｓ
ｔ）のタテとヨコそれぞれの伸度（％）についても測定した。
　これらの荷重ごとの伸度を表１、２に示した。
【００３７】
　＜伸長回復性＞
　上記パワー測定と同様にして、試験片を定速伸長型引張試験機に取付け、３０±２ｃｍ
／ｍｉｎの速度で８０％伸長とその回復を３サイクル繰り返して行った。このときの１サ
イクル目（１ｓｔ）と３サイクル目（３ｒｄ）における伸長前に対する回復後の長さ（％
）を測定した。この値を伸長回復性の評価基準とする。
　上記伸長回復性を表１、２に示した。
【００３８】



(11) JP 2010-100968 A 2010.5.6

10

20

30

40

50

【表１】

【００３９】
【表２】

 
【００４０】
　〔結果の考察〕
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　表１に示す実施例にかかる編地と、表２に示す比較例にかかる編地を比較すると分かる
ように、実施例にかかる編地は、いずれも、パワー強化部におけるパワーが、比較例にか
かる従来の編地と同程度であり、体型補正などの目的にも十分適用できるものである。
　また、特に、３０％伸長時、５０％伸長時におけるパワーに着目すると、実施例にかか
る編地は、いずれも、除荷時のパワーが負荷時のパワーに対して５０％以上の値となって
おり、他方、比較例にかかる編地は、いずれも、除荷時のパワーが負荷時のパワーに対し
て５０％以下の値となっていることが分かる。このことは、実施例にかかる編地が、高い
戻り力を有することを意味し、伸長時、戻り時のいずれにおいても、優れたパワーが発揮
されることから、着用者の体の動きに対応し得る追随性を有するものであることが分かり
、他方、比較例にかかる編地は、伸長時のみにしかパワーを与えることができず、着用者
への力の掛かり方が固定的であるので、着用者の体の動きに対応し得る追随性は発揮され
ないことが分かる。
【００４１】
　さらに、実施例にかかる編地は、パワー強化部に十分なパワーを付与していながら、パ
ワー強化部の伸度は身生地部の伸度と大きな隔たりはなく、部分的に高いパワーを有しな
がら伸縮性にも富む、という本願発明の目的が達成されていることが裏付けられている。
一方、比較例にかかる従来の編地では、パワー強化部の伸度が小さく、着用者に窮屈感を
与えるであろうことが容易に推測できる。
　伸長回復性については、実施例にかかる編地のいずれにおいても、パワー強化部におけ
る伸長回復性が、１回目、３回目ともに、９０％を超える高い値を示している。
【産業上の利用可能性】
【００４２】
　本発明の経編地は、例えば、体型補正などを目的とするインナー衣料やスポーツウェア
などとして好適に利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】実施例１，２にかかる編地の編成に用いた各筬の基本動作を表す図
【図２】実施例１にかかる編地におけるジャカード組織を表す図
【図３】実施例２にかかる編地におけるジャカード組織を表す図
【図４】実施例３，４にかかる編地の編成に用いた各筬の基本動作を表す図
【図５】実施例３にかかる編地におけるジャカード組織を表す図
【図６】実施例４にかかる編地におけるジャカード組織を表す図
【図７】比較例１にかかる編地の編成に用いた各筬の基本動作を表す図
【図８】比較例１にかかる編地におけるジャカード組織を表す図
【図９】比較例２にかかる編地におけるジャカード組織を表す図
【図１０】比較例２にかかる編地におけるジャカード組織を表す図
【符号の説明】
【００４４】
　Ｐ１，Ｐ２　ジャカード筬
　Ｇ２～Ｇ５　ジャカード筬以外の筬
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